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あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
よ
う
な
自
覚
自
知
の
立
場
に
自
ら
身
を
置
く
こ
と
な

し
に
、
即
ち
知
識
学
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
惟
そ
の
も
の
に
参
入
す
る

こ
と
な
し
に
、
著
者
の
言
う
フ
ィ
ヒ
テ
解
釈
上
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
対
立

の
統
一
」
の
「
弁
証
法
」
な
ら
び
に
「
衰
裏
構
造
」
を
単
純
に
安
易
な
解

答
と
受
け
と
る
な
ら
ば
、
知
識
学
の
真
の
精
神
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
ら
ぬ
た
め
に
我
々
は
著
者
の
言
う
「
対
立
の
統
「
」
と
い
う
言
葉

で
は
な
く
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
し
、

そ
れ
に
は
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
の
思
索
を
自
ら
追
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
我
々
が
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
も
っ
て
本
書
に
取
り
く
む
と
き

は
じ
め
て
、
本
書
に
お
け
る
著
者
の
意
図
も
報
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
世
界
の
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
史
上
に
そ
の
例
を
見
な
い
『
全
知
識
学
の
塞

礎
』
全
篇
に
わ
た
る
著
者
の
綿
密
周
到
な
考
察
を
展
開
す
る
本
書
は
、
長

年
フ
ィ
ヒ
テ
と
共
に
哲
学
の
道
を
歩
ん
で
き
た
著
者
畢
生
の
労
作
と
し
て
、

今
後
長
く
我
国
の
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
者
に
と
っ
て
必
読
の
書
と
な
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
七
年
三
月
記
。
）

（
筆
者
　
な
が
さ
わ
・
く
に
ひ
ご
　
同
志
社
大
学
文
学
部
〔
哲
学
〕
教
授
）

書
評
　
第
二

受
贈
ニ

小
川
継
漆
『
現
象
の
ロ
ゴ
ス
ー
構
造
論
的
現
象
学
の
試

み
』
（
本
文
、
二
三
〇
｝
貝
。
プ
ロ
・
ロ
ゴ
ス
、
浅
次
、
エ
ビ
・

群
ゴ
ス
、
＝
頁
。
註
、
文
献
表
、
人
名
・
事
項
索
引
、
二
六

百
ハ
。
勤
草
灘
里
房
、
　
昭
和
山
一
十
－
一
陥
牛
刊
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
村
　
直
　
正

　
現
象
学
は
今
田
に
至
る
ま
で
様
々
な
幽
会
い
を
通
し
、
そ
の
比
類
な
い

可
能
性
を
示
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
構
造
論
的
思
惟
と
の
出
会
い
は
、

多
元
的
現
象
を
統
一
的
に
解
義
す
る
稔
り
豊
か
な
視
点
を
開
い
た
点
で
注

爵
に
値
す
る
が
、
こ
の
出
会
い
か
ら
、
現
象
学
自
身
が
何
を
受
け
取
り
展

開
さ
せ
て
行
く
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
本
書
に
お
い
て
、
著
者
は
霞
ら
の
現
象
学
的
立
場
を
「
構
造
論
的
規
出

理
論
」
と
規
定
す
る
。
「
現
象
学
と
構
造
論
的
思
惟
と
を
も
っ
と
も
原
初

的
に
ま
た
徹
底
的
に
統
合
す
る
こ
と
」
（
V
）
、
こ
れ
が
本
書
の
根
本
的
企

図
で
あ
る
。
著
者
は
現
象
学
の
地
平
性
の
概
念
と
構
造
理
論
の
体
系
性
の

概
念
と
を
共
に
思
惟
し
、
現
出
性
の
次
尤
を
構
造
論
曲
思
惟
に
よ
っ
て
解

明
し
、
規
定
し
直
そ
う
と
す
る
。
現
旛
体
系
の
地
平
性
に
着
饅
し
た
「
関

連
性
の
現
象
学
」
が
、
本
書
に
お
い
て
著
者
が
霞
ら
に
課
す
課
題
で
あ
る
。

そ
の
際
著
者
は
、
ロ
ゴ
ス
を
「
言
葉
と
構
造
と
の
両
義
性
」
（
”
u
）
に
お
い



223

て
捉
え
る
。
現
象
を
成
り
立
た
し
め
て
い
る
「
関
係
性
と
し
て
の
μ
ゴ

ス
」
が
問
い
の
焦
点
と
な
る
。

　
本
書
『
濁
象
の
ロ
ゴ
ス
』
は
三
章
十
一
節
よ
り
な
る
。
第
一
章
は
「
構

造
論
的
現
象
学
へ
の
途
上
で
一
経
験
の
根
源
性
へ
の
問
い
l
」
と
題

さ
れ
、
三
つ
の
節
を
収
め
る
。
こ
の
章
で
は
、
現
象
学
的
エ
ポ
ケ
ー
の
批

判
的
検
討
を
通
し
て
、
触
発
態
と
し
て
の
現
出
性
の
次
元
（
現
出
野
）
が

主
題
と
し
て
取
り
出
さ
れ
る
（
一
～
四
七
頁
）
。
第
二
章
は
「
構
造
概
念
へ

の
現
象
学
寸
毫
存
在
論
的
問
い
」
と
題
さ
れ
、
四
つ
の
節
を
収
め
る
。
こ

こ
で
は
構
造
概
念
の
顕
在
化
を
通
し
て
、
構
造
理
論
の
原
理
へ
の
存
在
論

的
問
い
が
展
開
さ
れ
る
（
四
八
～
一
〇
九
頁
）
。
最
後
に
、
第
三
章
は
「
現
象

の
構
造
論
的
体
系
」
と
題
さ
れ
、
四
つ
の
節
を
収
め
る
。
こ
の
最
終
章
で
、

現
出
性
の
次
元
（
現
出
性
の
体
系
）
に
構
造
論
的
原
理
を
適
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
構
造
論
的
現
出
理
論
の
具
体
的
体
系
化
が
企
て
ら
れ
る
（
一

一
〇
～
二
三
〇
頁
）
。

　
本
書
は
、
構
造
理
論
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い

る
ロ
ゴ
ス
を
問
う
こ
と
で
、
現
象
学
的
思
索
に
新
た
な
次
元
を
開
こ
う
と

す
る
独
自
の
試
み
で
あ
る
。
現
象
学
的
思
索
に
と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
で

あ
る
の
は
、
事
柄
に
即
し
て
自
ら
が
根
本
的
な
思
索
を
展
開
す
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
本
書
に
は
、
そ
の
基
礎
づ
け
に
関
し
若
干
の
問
題
点
が
存
す
る

と
も
思
わ
れ
る
が
、
著
者
の
意
欲
的
な
試
み
は
、
現
象
学
の
可
能
性
を
考

え
る
う
え
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　
以
下
、
各
衝
路
を
追
っ
て
内
容
を
紹
介
し
、
最
後
に
、
評
者
が
抱
い
た

疑
問
点
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

書
　
評
第
　
二

二

　
第
一
章
で
は
、
経
験
の
原
初
的
次
元
た
る
現
象
野
に
立
ち
帰
る
方
法
と

し
て
の
現
象
学
的
エ
ポ
ケ
ー
が
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
る
。
著
者
は
ス
ケ
プ

シ
ス
の
エ
ポ
ケ
ー
概
念
に
着
目
し
、
こ
れ
を
塊
象
学
的
に
再
解
釈
す
る
こ

と
で
、
現
象
学
的
串
ポ
ケ
ー
本
来
の
意
図
と
射
程
、
及
び
、
エ
ポ
ケ
ー
が

開
示
す
る
現
象
野
の
根
本
性
格
を
規
定
す
る
。

　
現
象
学
的
エ
ポ
ケ
ー
の
根
本
的
意
義
は
、
一
般
定
立
の
止
揚
（
す
な
わ

ち
定
立
の
変
様
）
に
よ
っ
て
、
先
所
与
性
の
次
元
と
し
て
の
世
界
を
開
示

す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
場
合
重
要
で
あ
る
の
は
、
現
象
野
の
先
行
性
格
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
な
わ
ち
「
現
象
野
の
先
－
意
動
的
で
か
つ
先
一
自
我
的
な
性
格
」
（
三

四
頁
）
で
あ
る
。
現
象
野
の
こ
の
先
行
性
格
を
、
著
者
は
ス
ケ
プ
シ
ス
の

エ
ポ
ケ
ー
概
念
の
内
に
読
み
取
る
の
で
あ
る
。
著
者
が
強
調
す
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ゴ
ス

ス
ケ
プ
シ
ス
の
哲
学
は
「
現
出
者
に
つ
い
て
の
肯
定
的
／
否
定
的
な
言
説

（
判
断
）
を
保
留
す
る
」
（
三
六
頁
）
が
、
こ
の
判
断
保
留
に
よ
っ
て
言
説

的
判
断
以
前
の
現
出
性
の
次
元
へ
の
問
い
が
開
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
事

態
で
あ
る
。
　
ス
ケ
プ
テ
ィ
ケ
ー
の
根
本
性
格
は
、
「
す
べ
て
を
未
決
定
に

し
て
お
き
、
『
そ
れ
が
さ
し
あ
た
っ
て
今
我
々
に
現
れ
る
が
ま
ま
に
あ
く

ま
で
も
客
観
的
に
記
述
す
る
』
」
（
三
五
頁
）
と
い
う
態
度
に
あ
る
。
ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
こ
の
態
度
に
よ
っ
て
、
「
現
出
老
が
い
か
に
し
て
現
出
す
る
か
を
主
題

化
す
る
」
（
三
七
頁
）
道
が
開
か
れ
る
。

　
現
象
論
は
「
前
意
志
的
に
否
も
応
も
な
く
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
」

（
三
九
頁
）
パ
ト
ス
、
触
発
態
と
規
定
さ
れ
る
。
パ
ト
ス
（
触
発
態
）
と
し

て
の
現
出
野
は
、
「
人
が
そ
の
う
ち
に
お
か
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
と

二
二
三
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も
に
、
現
象
物
が
そ
の
現
出
仕
方
の
『
い
か
に
』
に
お
い
て
自
己
を
示
す

状
態
」
（
四
二
頁
）
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
パ
ト
ス
と
し
て
の

現
出
性
の
次
元
を
、
「
現
象
物
と
そ
れ
を
対
向
的
！
志
向
的
に
把
持
す
る

私
と
の
問
」
（
三
所
）
と
規
定
し
、
更
に
、
「
自
我
の
能
動
的
遂
行
と
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

眼
衝
的
存
在
と
の
間
」
（
照
一
一
一
頁
）
、
「
私
と
物
と
の
間
」
（
四
四
頁
）
に
位
置

づ
け
る
。

　
興
趣
学
的
エ
ポ
ケ
ー
の
以
上
の
意
義
づ
け
は
、
フ
ッ
セ
ル
の
現
象
学
的

思
索
を
な
お
も
拘
束
し
て
い
る
二
世
界
論
の
枠
組
を
乗
り
越
え
る
課
題
と

し
て
追
究
さ
れ
て
い
る
。
フ
ッ
セ
ル
現
象
学
に
お
け
る
デ
カ
ル
ト
主
義
に

関
し
て
は
既
に
幾
多
の
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
、
内
的
経
験

と
外
的
経
験
（
内
在
的
知
覚
と
超
越
曲
知
覚
）
と
の
区
別
の
う
ち
に
働
く

二
世
界
論
の
拘
束
、
及
び
、
両
者
を
架
橋
せ
ん
と
す
る
自
我
論
的
な
「
統

握
u
統
覚
理
論
」
と
に
よ
っ
て
、
世
界
経
験
の
漂
初
巳
が
失
わ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
二
世
界
論
の
枠
組
を
乗

り
越
え
る
と
い
う
課
題
は
、
「
両
極
分
解
に
お
け
る
両
極
（
ノ
エ
シ
ス
極

と
ノ
エ
マ
極
）
の
問
の
充
填
を
狽
う
（
四
三
頁
）
と
い
う
形
で
追
究
さ
れ
、

「
私
と
物
と
の
闘
」
に
踊
か
れ
て
い
る
翼
出
野
が
、
経
験
の
根
源
性
の
次

元
と
し
て
導
き
田
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
問
」
は
、
「
関
係
性
の
遊

動
空
閥
」
、
「
関
係
性
（
ロ
ゴ
ス
）
の
可
能
性
」
で
あ
る
。
諸
々
の
関
係
性

の
場
と
し
て
の
現
出
野
の
構
造
分
析
が
、
以
下
の
課
題
と
な
る
。

　
第
二
章
で
は
、
現
出
体
系
の
構
造
論
的
分
析
に
先
立
ち
、
構
造
概
念
の

顕
在
化
が
試
み
ら
れ
る
。
こ
の
分
析
は
、
構
造
理
論
の
諸
原
理
の
原
理
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
問
い
、
す
な
わ
ち
「
構
造
を
構
造
と
し
て
在
ら
し
め
て
い
る
も
の
」

（
四
九
頁
）
へ
の
問
い
、
と
し
て
展
朋
さ
れ
る
。

二
二
四

　
著
者
は
ま
ず
、
構
造
理
論
の
暗
黙
の
原
理
と
し
て
、
①
体
系
性
②
機

能
性
③
対
立
性
④
中
和
性
の
四
つ
の
原
理
を
挙
げ
、
次
に
、
①
と
②
と

を
「
部
分
と
全
体
」
、
③
と
④
と
を
「
同
　
性
と
差
別
」
の
問
題
機
構
に

集
約
し
、
更
に
、
こ
の
二
つ
の
問
題
機
構
を
共
に
思
惟
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
構
造
」
の
統
一
的
掘
握
を
目
指
す
。

　
同
一
性
と
差
別
の
問
題
機
構
は
、
自
己
関
係
と
異
他
関
係
と
を
同
蒋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

含
む
闘
係
性
と
し
て
考
察
さ
れ
る
。
「
同
じ
と
い
う
こ
と
に
は
、
必
然
的

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
異
な
り
と
い
う
こ
と
が
随
伴
す
る
」
（
六
二
頁
）
。
「
あ
る
項
A
は
自
己
と

の
異
他
性
の
う
ち
に
み
い
だ
さ
れ
る
他
の
多
く
項
を
含
意
し
て
い
る
」

（
六
〇
頁
）
。
「
A
が
A
の
異
他
性
を
も
含
意
す
る
」
と
い
う
こ
の
構
造
に

よ
っ
て
、
構
造
言
語
学
の
構
造
分
析
が
可
能
に
な
る
。
例
え
ば
、
音
素
の

構
造
分
析
に
お
け
る
弁
別
特
徴
の
対
立
は
、
同
蒋
に
、
根
互
含
意
の
相
補

性
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
対
立
を
形
成
す
る
二
つ
の
対
立

項
が
、
体
系
性
の
う
ち
で
の
制
約
さ
れ
た
対
立
に
お
い
て
相
互
に
前
提
し

合
い
、
相
互
に
依
存
し
あ
う
と
い
う
こ
と
」
（
一
〇
五
頁
）
、
こ
れ
が
、
対

立
の
中
和
性
で
あ
る
。
著
者
は
、
「
対
立
性
と
そ
れ
の
含
意
な
い
し
二
二

的
連
帯
性
」
の
概
念
が
、
　
「
主
題
性
／
非
主
題
性
連
関
に
お
け
る
非
主
題

性
の
匿
名
駒
な
共
境
前
性
」
を
意
味
す
る
と
捉
え
、
こ
れ
を
「
現
象
学
的

な
地
平
概
念
の
…
つ
の
変
異
体
」
と
規
定
す
る
（
～
〇
五
～
一
〇
六
頁
）
。
対

立
の
中
和
性
は
或
る
体
系
全
体
性
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
体
系

全
体
性
と
し
て
、
非
主
題
的
な
共
境
前
性
の
総
体
性
、
す
な
わ
ち
「
存
在

者
の
全
体
の
体
系
と
し
て
の
猿
轡
」
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
部
分
と
全
体
の
問
題
機
構
は
、
「
い
か
に
し
て
部
分
契
機
が
一
欄
の
全

体
に
統
合
さ
れ
て
い
く
の
か
」
（
八
｝
頁
）
と
い
う
主
滋
的
問
い
の
下
で
、
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「
基
底
づ
け
（
閃
§
象
①
『
§
α
q
）
」
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
自
立

的
部
分
（
断
片
）
と
非
自
立
的
部
分
（
契
機
）
と
に
関
わ
ら
ず
、
詣
る
部

分
が
全
体
に
統
合
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
外
の
他
の
部
分
に
よ
る
補

完
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
補
完
必
要
性
が
「
基
底
づ
け
」
の
関
係
で
あ
る
。

基
底
づ
け
の
関
係
は
同
時
に
、
こ
の
関
係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
全
体
の
性

格
を
規
定
し
て
い
る
。
自
立
的
部
分
と
全
体
と
の
関
係
（
例
え
ば
ジ
グ
ゾ

ー
パ
ズ
ル
の
断
片
と
全
体
の
絵
柄
）
は
、
コ
方
的
基
底
づ
け
の
関
係
」
、

非
自
立
的
部
分
と
全
体
と
の
関
係
（
例
え
ば
色
彩
と
全
体
の
形
態
）
は
、

「
相
互
的
基
底
づ
け
」
の
法
則
に
従
う
。
著
者
は
基
底
づ
け
に
よ
る
統
一

化
の
理
論
を
、
部
分
相
互
間
の
多
彩
な
関
係
を
包
括
す
る
「
地
層
理
論
」

と
し
て
構
想
し
て
い
る
。
基
底
づ
け
関
係
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
全
体
の

構
造
は
、
最
終
的
に
、
「
全
体
の
全
体
」
と
し
て
の
世
界
地
平
に
お
い
て

考
察
さ
れ
る
。

　
続
い
て
、
部
分
と
全
体
と
の
差
別
（
構
造
論
的
差
別
）
が
解
消
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
構
造
論
的
無
差
別
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
対
立
と
分
け
隔
て

が
、
究
極
的
に
対
立
性
の
中
和
化
、
分
け
隔
て
の
相
依
化
を
伴
う
」
（
八

七
頁
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
構
造
論
的
差
別
が
構
造
論
的
無
差
別
を
伴
う

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
「
全
体
と
部
分
と
の
差
別
と
対
立
」
の
中
和
化
は
、

既
に
述
べ
ら
れ
た
体
系
内
に
お
け
る
対
立
性
（
構
造
的
差
別
）
の
中
和
化

と
は
次
元
を
異
に
す
る
が
、
著
者
は
、
「
部
分
の
、
全
体
性
に
対
す
る
機

能
的
依
存
性
」
に
則
り
、
①
部
分
が
全
体
に
内
属
す
る
②
全
体
は
部
分

に
縮
直
す
る
③
部
分
は
全
体
を
表
現
す
る
、
と
い
う
王
つ
の
テ
ー
ゼ
に

よ
っ
て
、
構
造
論
的
無
差
別
の
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
（
八
九
～
九
九

頁
）
。

書
評
第
　
二

　
構
造
論
的
無
差
別
に
よ
っ
て
著
者
が
主
張
す
る
の
は
、
「
部
分
の
内
の

全
体
の
顕
現
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
著
者
が
最
終
的
に
園
指
し
て
い

る
の
は
、
現
出
性
の
体
系
と
し
て
の
世
界
で
あ
る
。
対
立
の
中
和
性
と
基

底
づ
け
の
関
係
、
及
び
構
造
論
的
無
差
別
を
世
界
の
内
に
位
置
づ
け
、

「
現
出
体
系
の
構
造
論
的
分
析
と
発
生
的
構
成
を
遂
行
す
る
こ
と
」
（
v
）

が
、
「
構
造
論
的
現
象
学
」
の
課
題
と
な
る
。

三

　
第
三
章
で
の
溶
出
体
系
の
具
体
的
な
構
造
論
的
分
析
は
、
「
核
一
現
出

と
共
i
現
出
と
の
緊
張
関
係
」
か
ら
な
る
地
平
性
の
現
象
に
着
目
し
、
志

向
性
の
概
念
を
構
造
論
的
に
捉
え
直
す
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
る
。
著
者

は
ま
ず
、
地
平
の
性
格
と
し
て
、
「
予
め
思
い
描
か
れ
た
潜
在
性
」
、
「
規

定
可
能
な
未
規
定
性
」
と
い
う
フ
ッ
セ
ル
の
規
定
を
取
り
挙
げ
、
地
平
の

開
示
に
際
し
そ
の
主
題
化
の
進
路
が
あ
ら
か
じ
め
類
型
的
に
摺
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
著
者
は
こ
れ
を
、
地
平
内
に
働
く
「
予
知
機

能
」
と
し
て
捉
え
、
地
平
の
予
描
性
格
を
「
意
味
解
釈
の
枠
組
の
先
行
企

投
」
と
規
定
す
る
。
「
地
平
の
先
行
企
投
性
と
は
、
　
一
定
の
類
型
・
規
則

が
そ
の
質
料
的
な
具
体
性
に
関
し
て
は
無
規
定
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の

枠
組
の
持
つ
形
式
的
一
般
性
に
お
い
て
規
定
可
能
で
あ
る
と
い
う
仕
方
で

先
行
的
に
企
投
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
（
一
二
九
頁
）
。
「
そ
の
つ
ど

の
物
一
現
出
は
、
所
与
的
な
も
の
と
し
て
の
自
己
の
意
味
と
形
態
と
を
、

地
平
と
い
う
現
出
の
そ
の
つ
ど
の
全
体
的
先
行
性
の
内
で
初
め
て
獲
得
す

る
」
（
一
三
〇
頁
）
。

　
著
者
は
、
以
上
の
「
予
知
構
造
と
し
て
の
地
平
の
先
行
企
投
」
を
地
平

二
二
五



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
五
ナ
五
号

撚
志
塵
の
；
の
慧
毒
こ
港
量
織
嚢
し
と
命
名
す
る
・

　
　
「
主
観
極
と
客
観
極
と
を
関
連
づ
け
る
関
係
性
」
と
し
て
、
志
向
性
に
は

　
　
二
重
の
視
点
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
志
向
中
枢
と
し
て
の
主
観
か
ら

　
　
世
界
へ
と
鶏
魚
さ
れ
る
」
と
い
う
主
観
主
義
的
側
面
と
、
「
企
投
さ
れ
た

　
　
ア
プ
リ
オ
リ
の
網
構
造
と
し
て
、
内
世
界
的
存
在
者
の
現
出
の
意
味
解
…
釈

　
　
の
枠
組
を
形
成
す
る
」
と
い
う
客
観
主
義
的
側
面
で
あ
る
（
＝
｝
三
頁
）
。

　
　
す
な
わ
ち
、
地
平
志
向
性
の
主
観
面
が
世
界
企
投
と
し
て
の
「
予
索
性

　
　
格
」
、
客
観
面
が
継
投
さ
れ
る
規
則
系
と
し
て
の
「
領
域
な
い
し
類
形
相

　
　
の
存
在
的
ア
プ
リ
オ
リ
の
綱
状
体
系
」
と
規
定
さ
れ
る
（
一
三
三
頁
）
。
著

　
　
者
は
こ
れ
を
総
括
し
て
、
　
「
予
知
機
能
と
し
て
の
地
平
の
先
行
企
投
性
格

　
　
は
、
先
行
性
（
藍
予
）
と
ア
プ
リ
オ
リ
の
網
状
体
系
（
1
一
知
）
と
の
綜
合

　
　
で
あ
る
」
（
同
所
）
と
論
じ
て
い
る
。
「
先
行
聖
霊
」
は
主
観
的
性
格
を
も

　
　
つ
が
、
「
先
行
暴
投
さ
れ
る
も
の
」
は
主
観
か
ら
独
立
し
た
客
観
的
イ
デ

　
　
ア
的
性
格
を
も
つ
と
い
う
の
が
、
「
投
網
構
造
」
の
主
眼
で
あ
る
。

　
　
　
投
網
構
造
の
挙
隅
性
格
は
、
　
「
意
識
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
機
能
」
と
規
定
さ

　
　
れ
る
。
「
未
知
性
は
既
知
性
の
…
様
態
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ

　
　
て
の
現
出
の
意
味
を
顕
在
化
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
意
識
が
予
め
所

　
　
持
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
意
識
が
所
持
す
る
プ
ロ
グ

　
　
ラ
ム
、
す
な
わ
ち
、
先
行
企
投
さ
れ
る
規
則
系
の
本
質
が
、
著
者
の
い
う

　
　
「
領
域
な
い
し
類
形
相
の
存
在
的
ア
プ
リ
オ
リ
の
網
状
体
系
」
で
あ
る
。

　
　
　
著
者
は
、
存
在
的
ア
プ
リ
オ
リ
と
し
て
の
玉
絹
－
類
の
網
構
造
、
す
な

　
　
わ
ち
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
体
系
に
「
領
域
存
在
論
」
と
「
形
式
存
在
論
」
の

　
　
問
題
を
重
ね
合
わ
せ
、
先
行
企
投
さ
れ
る
解
釈
枠
の
体
系
的
組
織
化
を
ね

　
　
ら
う
。
こ
の
試
み
は
、
現
象
解
釈
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
規
則
系
の
内
的
組
織

二
二
六

構
造
の
解
明
を
担
う
「
ア
プ
リ
オ
リ
な
形
相
の
シ
ュ
ソ
プ
ロ
ケ
ー
論
（
網

目
体
系
論
）
」
（
一
四
一
頁
）
を
形
成
す
る
。
存
在
的
ア
プ
リ
オ
リ
の
構
造

論
は
、
同
時
に
、
形
相
視
（
イ
デ
ア
チ
オ
ン
）
及
び
こ
れ
に
い
た
る
過
程

で
あ
る
自
由
変
更
の
理
論
の
基
礎
づ
け
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
掌
る
原
像

か
ら
形
相
視
へ
向
け
て
自
由
変
更
を
遂
行
す
る
と
き
、
変
更
の
方
向
性

は
、
全
く
の
自
由
な
開
放
性
で
は
な
く
、
「
制
限
さ
れ
た
開
放
性
」
と
し

て
、
予
め
「
規
定
可
能
性
と
い
う
規
劉
の
枠
組
」
に
よ
っ
て
囲
い
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
「
囲
い
込
む
枠
組
」
の
普
遍
的
塞
質
を
解
析
す
る
の
が
、

シ
ュ
ソ
プ
ロ
ケ
ー
論
（
シ
ュ
ム
プ
ロ
ケ
テ
ィ
ク
）
の
課
題
で
あ
る
。

　
著
者
は
こ
れ
を
、
構
造
言
語
学
の
二
軸
理
論
を
援
用
し
つ
つ
、
領
域
存

在
論
等
軸
と
形
式
存
在
論
的
軸
と
か
ら
な
る
解
読
格
子
と
し
て
構
想
し
て

い
る
。
具
体
性
の
最
高
類
で
あ
る
三
つ
の
領
域
（
「
物
質
的
慮
然
」
・
「
心

を
も
っ
て
活
動
す
る
自
然
」
・
「
精
神
的
世
界
」
）
は
、
　
一
方
的
基
底
づ
け

の
関
係
に
よ
っ
て
下
層
か
ら
上
厨
へ
と
地
層
体
系
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
、
解
読
格
子
の
縦
軸
を
形
成
す
る
。
他
方
、
領
域
内
の
空
虚
な
形
式
性

を
な
す
類
一
種
一
（
個
）
の
関
係
は
、
相
互
的
基
底
づ
け
の
関
係
．
に
よ
っ

て
相
互
に
前
提
し
争
い
随
伴
し
合
う
体
系
を
な
し
て
お
り
、
こ
れ
が
、
解

読
格
子
の
横
軸
を
形
成
す
る
。
前
者
は
選
択
性
の
軸
、
後
者
は
結
合
性
の

軸
で
あ
る
。
こ
の
二
軸
理
論
に
よ
っ
て
著
者
が
い
わ
ん
と
す
る
の
は
、
現

畠
老
の
存
在
意
味
の
解
釈
が
、
領
域
の
選
択
と
、
互
い
に
結
合
し
合
う
類

一
種
の
関
係
性
の
展
開
と
に
よ
っ
て
機
能
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
最
高
類
（
領
域
）
の
統
「
性
を
頂

点
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
様
々
の
複
数
型
置
へ
と
扇
状
形
に
周
囲
空
間
を
開

き
、
類
は
ま
ず
複
数
の
形
相
へ
、
形
栢
は
更
に
複
数
の
可
能
的
個
体
へ
と



227

扇
状
的
に
可
能
性
の
空
間
を
開
放
し
て
い
く
系
が
考
え
ら
れ
る
」
（
【
四

六
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
意
味
解
釈
の
た
め
の
イ
デ
ア
的
体
系
の
先
行
企
投
」
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
い
ま
だ
「
空
虚
な
有
意
味
性
」
に
留
ま
る
。
そ
こ
で
、
投

網
構
造
が
現
出
野
に
お
い
て
い
か
に
機
能
し
、
充
実
さ
れ
る
か
が
問
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
充
実
化
は
、
「
意
識
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
造
の
理
念
的
空

虚
性
を
満
た
す
こ
と
」
（
一
六
二
買
）
で
あ
り
、
「
対
象
を
曇
る
種
に
属
す

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
も
の
と
し
て
把
握
し
、
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る
直
観
」
（
一
六

一
頁
）
、
す
な
わ
ち
「
同
定
」
、
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
先
行
健
投
さ
れ
る

イ
デ
ア
的
体
系
が
現
出
性
の
次
元
で
「
感
性
化
」
さ
れ
、
綜
合
的
直
観
に

よ
っ
て
対
象
が
或
る
も
の
と
し
て
同
定
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
が
充
実
化
で

あ
る
。
な
お
著
者
は
、
充
実
化
と
し
て
の
同
定
を
「
弁
別
的
同
定
」
と
規

定
し
（
一
六
一
～
一
六
七
頁
）
、
「
感
性
化
」
を
「
投
網
構
造
の
図
式
性
」
と

い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
（
一
六
七
～
一
七
九
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
出
体
系
は
「
私
に
」
対
し
て
現
出
す
る
。
著
者
は
、

「
現
出
野
に
随
伴
し
、
そ
の
開
示
を
可
能
に
し
て
い
る
制
約
」
（
一
六
〇
頁
）

た
る
主
観
を
、
「
与
格
機
能
」
の
名
の
下
で
疑
え
る
。
主
観
の
作
用
か
ら

独
立
し
た
「
現
出
の
ロ
ゴ
ス
」
に
従
い
、
現
出
者
は
主
観
に
対
し
て
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
に
開
示
さ
れ
る
。
　
そ
の
際
主
観
は
、
　
「
非
主
題
的
な
居
あ
わ
せ
つ
つ
立

へ
　
　
ヘ
ロ
へ

ち
合
う
と
い
う
仕
方
で
」
（
一
八
○
頁
）
現
出
の
遂
行
に
関
わ
っ
て
い
る
。

現
出
体
系
の
開
示
の
主
観
的
制
約
が
、
主
観
の
与
格
機
能
で
あ
る
。
次
の

一
飾
は
著
者
の
根
本
的
な
意
図
を
示
し
て
い
る
。
「
私
に
依
存
し
て
、
現

出
す
る
の
は
現
繊
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
私
へ
の
依
存
関
係
か
ら
独

立
に
あ
る
の
は
、
光
と
影
と
の
構
造
関
係
（
ロ
ゴ
ス
）
で
あ
る
。
前
者
の

書
　
評
第
　
二

み
で
は
規
象
主
義
的
相
対
主
義
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
み
で
は
、
プ

ラ
ト
ン
的
な
イ
デ
ア
の
実
在
論
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
構
造
論
的
現
出
理
論

は
、
現
出
体
系
の
現
出
性
の
ロ
ゴ
ス
化
を
遂
行
す
る
と
い
う
点
で
ま
さ
に

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

現
象
の
学
（
勺
甑
コ
。
日
⑦
づ
。
き
。
⑰
q
冨
）
で
あ
る
」
（
一
八
二
頁
）
。

　
著
者
は
最
後
に
、
現
出
者
の
過
程
的
開
示
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
現
出

体
系
の
発
生
論
を
論
じ
、
構
造
論
的
現
出
理
論
の
立
場
か
ら
過
信
u
統
覚

理
論
の
再
解
釈
を
試
み
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
受
動
的
綜
合
の
可
能
性
を

さ
ぐ
る
べ
く
、
ヒ
ュ
レ
ー
の
次
元
で
の
構
造
化
（
先
行
－
構
造
）
の
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
二
一
対
象
的
な
受
動
性
の
次
元
の
う
ち
に
根
づ
い

て
い
る
、
根
源
的
で
先
行
的
な
ロ
ゴ
ス
が
、
〈
と
し
て
〉
構
造
を
予
め
準

備
し
て
い
る
」
（
二
〇
三
頁
）
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
受
動
的
綜
合
と
範

疇
的
綜
合
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

四

　
以
上
の
ご
と
く
、
本
書
『
現
象
の
ロ
ゴ
ス
』
に
お
い
て
は
、
「
構
造
論

的
現
象
学
」
と
い
う
著
者
独
自
の
構
想
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現
出
体
系

の
構
造
（
ロ
ゴ
ス
）
は
主
観
の
能
美
か
ら
独
立
し
た
客
観
的
ア
プ
リ
オ
リ

と
し
て
あ
る
が
、
他
方
、
こ
の
イ
デ
ア
的
構
造
の
現
実
的
機
能
は
、
地
平

の
企
投
性
格
及
び
地
平
開
示
の
過
程
性
に
お
け
る
主
観
的
制
約
の
下
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
客
観
面
と
主
観
面
と
の
綜
合
が
「
投
網
構
造
」
で
あ
る
。

著
者
の
企
図
の
独
自
性
は
、
現
出
性
の
次
元
を
「
私
と
物
と
の
間
」
に
位

置
づ
け
、
こ
の
「
間
」
に
分
け
入
り
、
そ
の
構
造
を
構
造
論
の
原
理
に
よ

っ
て
統
一
的
に
解
釈
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
意
欲
釣
な
試
み

は
、
現
象
学
と
構
造
論
的
思
惟
と
の
可
能
性
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
刺

二
二
七
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激
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
も
懸
者
は
、
困
難
な
問
題
に
正
面
か

ら
取
り
組
ん
だ
本
書
に
称
讃
を
惜
し
ま
な
い
。

　
し
か
し
ま
た
、
評
者
は
著
者
の
提
唱
す
る
「
投
網
構
造
」
に
関
し
、
幾

つ
か
の
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。
以
下
、
本
書
に
対
す
る
評
者
の
疑
問
点
を

述
べ
る
こ
と
で
拙
文
を
締
め
く
く
り
た
い
。

　
ま
ず
全
体
的
な
印
象
を
述
べ
る
と
、
第
　
章
の
現
出
性
の
次
元
の
性
格

づ
け
及
び
第
二
章
の
構
造
論
の
療
理
の
解
明
（
特
に
「
構
造
論
弁
無
差

鋼
」
の
問
題
）
と
、
第
三
章
で
展
開
さ
れ
る
「
投
網
構
造
」
の
問
題
と
が
、

世
界
性
と
い
う
根
本
的
泰
象
に
則
し
て
考
察
し
た
場
合
に
、
果
た
し
て
う

ま
く
結
び
つ
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
が
示
し
た
よ
う
に
、
属
畠

性
の
次
元
は
我
々
の
経
験
の
受
動
性
（
触
発
態
）
が
問
わ
れ
る
べ
き
次
元

で
あ
り
、
先
－
所
与
性
の
経
験
領
野
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
構
造

論
の
原
理
の
究
明
は
、
受
動
性
の
次
元
と
し
て
の
現
出
体
系
を
分
析
す
べ

く
、
構
造
概
念
の
存
在
論
的
問
い
　
（
「
構
造
を
構
造
と
し
て
在
ら
し
め
て

い
る
も
の
は
何
か
」
）
を
展
開
す
る
。
　
こ
の
二
つ
の
章
に
関
し
て
は
、
　
論

点
は
明
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
根
源
的
な
衡
与
と
そ
の
分

析
の
可
能
性
及
び
そ
の
方
法
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
章

で
想
像
の
構
造
論
的
体
系
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
著
者
は
現
出
体
系
を
解

読
す
る
解
釈
枠
の
先
行
企
投
を
論
じ
、
こ
の
解
釈
枠
の
構
造
に
構
造
論
の

原
理
を
適
用
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
著
者
は
解
釈
の
枠
組
の
構
造
の

み
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
「
解
釈
枠
の
先
行
企
投
」
が

言
わ
れ
る
の
は
、
地
平
性
の
現
象
と
そ
こ
に
働
く
類
型
や
規
則
を
考
慮
し

て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
評
者
に
は
、
著
者
が
論
じ
て

い
る
の
は
現
出
体
系
の
全
体
草
す
な
わ
ち
世
界
の
構
造
で
は
な
く
、
解
釈

二
二
八

枠
と
い
う
い
わ
ば
我
々
の
概
念
装
置
の
構
造
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
し
て
更
に
言
え
ば
、
こ
の
解
釈
枠
の
性

格
づ
け
と
分
析
に
も
幾
つ
か
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
「
投
網
構
造
」
に
対
す
る
疑
問
点
を
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。

　
「
投
網
構
造
」
は
、
「
規
定
可
能
な
未
規
定
性
」
と
し
て
の
地
平
の
現
象

を
解
明
し
、
形
相
視
の
手
続
き
で
あ
る
自
由
変
更
の
理
論
を
基
礎
づ
け
る
、

と
い
う
意
図
の
下
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
地
平
の
「
予
描
性
」
及

び
自
由
変
更
の
「
囲
い
込
ま
れ
た
…
暴
風
性
」
を
、
地
平
の
先
行
僧
事
の
視

点
に
立
っ
て
解
釈
す
る
。
と
す
れ
ば
形
相
視
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
主
観
が

琶
界
へ
と
先
行
的
に
企
勒
し
た
枠
組
に
従
っ
て
、
後
か
ら
形
相
を
再
発
見

す
る
（
日
充
実
化
す
る
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
形
相
視
は
本

来
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
許
す
で
あ
ろ
う
か
。
境
象
学
に
お
け
る
形
相
視

の
本
来
の
機
能
は
、
事
象
そ
の
も
の
を
成
り
立
た
し
め
て
い
る
ア
プ
リ
オ

リ
を
一
歩
一
歩
解
明
し
て
行
く
と
こ
ろ
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
イ
デ
ア
的
な
も
の
が
独
自
の
対
象
性
と
し

て
成
立
す
る
。
も
し
こ
れ
を
解
釈
枠
（
イ
デ
ア
的
体
系
）
の
先
行
企
投
と

し
て
捉
え
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
著
者
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
現
象
学
は
徹

底
し
た
「
主
観
主
義
」
に
陥
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
対
し
著
者
自
身
は
、
　
「
存
在
的
ア
プ
リ
オ
ヲ
」
　
の
客
観
主
義
的

側
爵
を
強
調
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
形
相
－
類
の
網
状
体
系
と
し
て

の
「
イ
デ
ア
漁
網
穏
構
造
」
の
客
観
性
が
真
に
墓
礎
づ
け
ら
れ
う
る
の
は
、

ま
さ
に
「
潮
雲
視
」
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
評
者
に
は
、
イ
デ
ア
的
体
系
の

先
行
企
投
と
い
う
視
点
は
、
こ
の
闘
難
な
「
循
環
関
係
」
の
問
題
を
、
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む
し
ろ
隠
す
こ
と
に
な
る
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
際
し
て
最

も
重
要
と
な
る
の
は
、
　
「
イ
デ
ア
的
網
目
構
造
」
の
ま
さ
に
存
在
性
格
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
ろ
う
。
著
者
自
身
「
意
識
は
ど
の
よ
う
に
し
て
予
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研

持
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
」
（
一
三
四
頁
）
と
問
う
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

に
対
し
て
は
、
「
類
－
形
相
の
系
や
最
高
の
質
料
宝
石
で
あ
る
領
域
的
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
形
式
化
」
（
一
三
七
頁
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、

意
識
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
所
持
す
る
と
い
う
根
本
的
な
事
態
の
解
明
は
十
分

に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
い
え
ぽ
、
地
平
の
先
行
企
投
は
い
か
に
生

起
す
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
可
能
性
の
問
題
は
基
礎
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
常
に
既
に
」
と
い
う
受
動
性
の
問
題
は
、
「
投

網
構
造
」
の
根
拠
へ
の
問
い
へ
と
展
開
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。　

次
に
、
投
網
構
造
の
シ
ュ
ソ
プ
ロ
ケ
ー
論
で
、
著
者
は
一
方
的
基
底
づ

け
に
よ
る
領
域
存
在
論
的
軸
の
地
層
構
造
を
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題

に
関
し
て
は
、
領
域
存
在
論
の
可
能
性
自
体
が
更
に
根
本
的
に
論
じ
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
物
」
・
「
魂
」
・
「
精
神
」
の
具
体
的
な
規

定
及
び
そ
の
関
係
が
現
象
学
的
に
解
明
さ
れ
な
い
限
り
、
領
域
存
在
論
的

軸
と
い
う
構
想
は
具
体
性
を
欠
く
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
「
主
観
性
」
の
問
題
に
関
し
て
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
「
構
造
論
的
現
象
学
」
で
主
観
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
役
割
は
、
先
行

企
投
性
格
及
び
現
出
者
が
私
に
対
し
て
現
出
す
る
（
1
1
現
出
者
を
現
出
せ

し
め
る
）
際
の
与
格
機
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
著
者
の
現
象
に
対
す
る
態

度
は
、
対
象
化
的
態
度
に
留
ま
っ
て
お
り
、
主
観
の
存
在
も
こ
の
態
度
の

う
ち
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
本
書
が
扱
う
問
題
の
講

書
　
評
第
　
二

格
か
ら
し
て
も
正
当
な
手
続
き
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
著
者
自
身
、

我
々
の
生
は
「
そ
の
つ
ど
現
れ
の
体
系
の
う
ち
に
捲
き
込
ま
れ
て
い
る
」

（
覧
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
　
「
捲
き
込
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
事
態

を
徹
底
し
て
問
え
ば
、
　
「
私
と
物
と
の
間
」
と
し
て
の
現
出
体
系
だ
け
で

な
く
、
そ
の
う
ち
に
お
い
て
主
観
が
自
ら
の
存
在
と
規
定
と
を
受
け
取
る

ヘ
　
　
へ

よ
り
大
き
な
構
造
が
問
わ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
「
投
網
構
造
」
は
、
主
観
と
客
観
と
を
包
括
す
る
構
造
と
し
て
、

す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
お
い
て
主
観
と
客
観
と
の
関
係
が
成
立
し
て
い
る
構

造
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
未
だ
こ
の
構
造
の
う
ち
で
は
、
現

象
に
真
に
捲
き
込
ま
れ
た
主
観
の
根
源
的
な
存
在
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。
著
者
自
身
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
象
学
は
時
間
性
の

問
題
の
う
ち
で
一
切
の
自
己
性
の
問
題
に
出
会
う
。
　
「
構
造
」
が
主
観
と

客
観
と
を
包
み
込
む
全
体
性
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
で
は
、
対
象
の
自
己
性

の
問
題
と
共
に
主
観
の
自
己
性
の
熱
闘
へ
と
向
け
た
問
い
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　
世
界
と
い
う
構
造
と
投
網
構
造
と
は
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、

投
網
構
造
が
そ
こ
に
お
い
て
成
立
す
る
、
世
界
の
構
造
と
い
う
も
の
が
あ

り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
が
「
世

界
の
存
在
論
」
の
課
頚
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
疑
問
は
評
者
の
理
解
の
不
十
分
さ
に
よ
る
や
も
知
れ
な
い
。
読

者
諸
氏
が
実
際
に
こ
の
書
に
あ
た
ら
れ
、
現
象
学
と
構
造
論
的
思
惟
と
の

可
能
性
豊
か
な
問
い
の
領
野
に
入
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
『
現
象
の
ロ
ゴ
ス
』
は
、
現
象
学
と
梅
干

論
と
の
出
会
い
を
踏
ま
え
、
そ
の
可
能
性
を
著
者
独
自
の
立
場
か
ら
展
開

二
二
九
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す
る
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、
い
ま
望
ま
れ
る

の
は
、
事
象
そ
の
も
の
を
具
体
的
な
経
験
の
基
盤
か
ら
自
ら
の
手
で
問
う

態
度
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
成
果
と
更
な
る
問
い
へ
の
指
示
と
に
よ
っ

二
三
〇

て
、
我
々
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
（
筆
者
　
の
む
ら
・
な
お
ま
さ
　
京
都
産
業
大
学
〔
仏
語
〕
非
常
勤
講

師
）

告予文論穏
写次

カ
ン
ト
と
ヘ
ー
ゲ
ル
…
…
…
…
…
青

　
i
神
の
祥
在
論
的
説
明
を
め
ぐ
つ

　
　
て
i

日
本
絵
画
に
お
け
る
写
実
と

　
窒
間
の
問
題
…
…
：
…
…
…
…
・
佐

デ
カ
ル
ト
の
判
断
論
…
…
…
…
…
倉

　
一
…
・
『
規
即
論
恥
に
お
け
る
知
性
の
判

　
　
断
に
つ
い
て
ー

マ
イ
ス
タ
i
・
エ
ッ
ク

　
ハ
ル
ト
に
於
け
る
受
肉
の

ヨ
堵
ω
叶
2
貯
ヨ
：
…
…
…
…
・
…
…
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